
５ 2024年（令和6年）6月15日（土曜日） （第三種郵便物認可）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

逢 葵

茜 穐。。。。。。。。。。。。

，，，，，，，，，，，，

。
。
。
。
。
。
。
。

，
，
，
，
，
，
，
，

第13 号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社
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東
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会
（
会
長
・
川
田
章
博
帯
広
会
頭
）
で
は
、
５
月
に
紋
別

市
で
開
催
し
た
第
１
０
２
回
東
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会
で
決
議
さ
れ
た

件
の

事
項
に
つ
い
て
、

日
（
水
）
に
札
幌
市
内
の
関
係
省
庁
で
要
望
活
動
を
実
施
し
、
地
域
の
懸

案
事
項
が
早
期
に
解
決
・
実
現
さ
れ
る
よ
う
一
層
の
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。
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あいさつ

する濱屋

支部長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４日に開催した通常総会

地域の実情を説明する栗林会頭(左から2人目)

Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
の

Ｈ
Ｐ

゛
゛
゛
゛
゛

　
当
所
が
創
立
１
０
０
周
年
記
念

事
業
と
し
て
釧
路
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ｋ
―
Ｂ
ｉ
ｚ

（
澄
川
誠
治
セ
ン
タ
ー
長
）
と
連

携
し
て
立
ち
上
げ
た
創
業
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
〝
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
〞
で

は
、
釧
路
地
域
の
課
題
解
決
に
つ

な
が
る
事
業
の
提
案
を
募
集
し
て

い
る
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
人
口
減

少
が
進
む
釧
路
市
に
お
い
て
、
市

場
規
模
の
縮
小
を
要
因
と
す
る
民

間
企
業
の
廃
業
や
撤
退
、
ま
た
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
ど
が
憂

慮
さ
れ
る
こ
と
を
背
景
に
、
地
域

住
民
の
安
心
・
便
利
な
暮
ら
し
（W

e
l
l
-
b
e
i
n
g

）
を
維
持
す
る
た

め
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。

　
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
で
は
、
民
間
相
互

の
協
力
に
よ
っ
て
地
域
に
必
要
な

事
業
や
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
す
る
た

め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
業
者
と

そ
の
事
業
に
賛
同
し
応
援
す
る
支

援
者
と
の
橋
渡
し
役
を
担
う
。

　
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
へ
の
申
請
に
は
、

事
前
に
ｋ
―
Ｂ
ｉ
ｚ
で
エ
ン
ト
リ

ー
に
向
け
た
相
談
を
す
る
こ
と
を

必
須
条
件
と
し
、
そ
の
後
審
査
会

で
審
査
基
準
を
満
た
す
か
判
断
す

る
。
基
準
を
満
た
し
た
事
業
を

〝
釧
路
共
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞
と

し
て
認
定
し
、
認
定
を
受
け
た
事

業
は
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

t
t
p
s
:
/
/
9
4
6
b
o
a
r
d
.

c
o
m
/

）
な
ど
を
通
じ
て
、
支
援

者
へ
周
知
さ
れ
、
支
援
の
条
件
な

ど
は
当
事
者
間

で
協
議
す
る
。

　
な
お
、
審
査
会
で
は
事
業
者
が

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
（
事
業
内
容
・

収
支
計
画
）
は
も
と
よ
り
、
創
業

の
背
景
（
社
会
課
題
・
起
案
理
由
）

や
地
域
に
か
け
る
想
い
な
ど
に
つ

い
て
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
。

　
審
査
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
①
地
域

に
必
要
な
事
業
で
あ
る
か
（
地
域

に
足
り
な
い
機
能
／
社
会
課
題
解

決
に
つ
な
が
る
事
業
）
②
継
続
性

は
あ
る
か
（
リ
タ
ー
ン
を
除
い
て

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
成
立
し

て
い
る
事
業
）
③
事
業
者
の
熱
意

は
感
じ
ら
れ
る
か
の
３
項
目
を
基

準
と
し
て
評
価
す
る
。

　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
認
定
事
業
情
報
の
取
得
方
法
や

支
援
者
の
エ
ン
ト
リ
ー
に
つ
い
て

は
次
号
以
降
に
掲
載
予
定
。
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同
協
議
会
は
、
道
東
に
所
在

す
る
９
商
工
会
議
所
（
帯
広
、

北
見
、
釧
路
、
網
走
、
根
室
、

紋
別
、
遠
軽
、
美
幌
、
留
辺
蘂
）

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
共
通
す

る
地
域
課
題
の
早
期
解
決
の
た

め
に
広
域
的
視
点
に
立
ち
、
連

携
し
て
要
望
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。

　
当
日
は
川
田
会
長
を
先
頭
に

同
協
議
会
に
所
属
す
る
各
地
会

頭
、
専
務
理
事
ら

人
で
要
望

を
行
い
、
当
所
か
ら
は
栗
林
定

正
会
頭
、
川
村
修
一
専
務
理
事

が
参
加
し
た
。

　
一
行
は
札
幌
の
関
係
各
所
を

訪
問
し
、
第
１
０
２
回
連
絡
協

議
会
で
決
議
さ
れ
た
要
望
項
目

（
中
小
企
業
振
興
案
件
４
件
、

運
輸
観
光
案
件

件
、
地
域
振

興
案
件

件
、
特
別
提
案
案
件

件
）
計

件
に
つ
い
て
、
９

つ
の
商
工
会
議
所
会
頭
連
名
に

よ
る
要
望
書
を
手
渡
し
、
地
域

の
実
情
を
訴
え
、
懸
案
事
項
や

課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
と
協

力
を
要
請
し
た
。

　
要
望
で
は
、
は
じ
め
に
北
海

道
旅
客
鉃
道
㈱
、
日
本
貨
物
鉃

道
㈱
北
海
道
支
社
を
訪
問
し
、

鉄
道
は
北
海
道
の
１
次
産
業
を

支
え
る
重
要
な
機
能
で
あ
る
こ

と
を
訴
え
、
路
線
の
維
持
存
続

と
と
も
に
安
全
性
確
保
や
利
便

性
向
上
に
つ
い
て
求
め
た
。

　
続
い
て
訪
れ
た
経
済
産
業
省

北
海
道
経
済
産
業
局
で
は
、
人

口
減
少
や
労
働
力
不
足
、
物
価

高
騰
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え

経
営
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
現
状
を

伝
え
、
事
業
者
支
援
を
強
く
要

請
し
た
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
北
海
道

開
発
局
で
は
、
人
流
の
活
性
化

や
輸
送
の
効
率
化
を
図
る
た
め

北
海
道
横
断
自
動
車
道
の
延

伸
、
４
車
線
化
の
実
現
、
高
規

格
道
路
の
整
備
の
ほ
か
地
震
・

津
波
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
す

る
減
災
防
災
対
策
の
充
実
を
図

る
よ
う
求
め
た
。

　
さ
ら
に
同
省
北
海
道
運
輸
局

で
は
、
栗
林
会
頭
が
２
０
２
４

年
問
題
な
ど
、
業
界
の
課
題
を

述
べ
「
北
海
道
に
お
け
る
物
流

の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
欲

し
い
」
と
要
望
し
た
。

　
釧
路
食
料
基
地
構
想
協
議
会

（
栗
林
定
正
会
長
）
の
通
常
総

会
を
４
日
（
火
）
午
後
３
時
半

よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

で
開
催
し
、
来
賓
や
役
員
・
会

員
な
ど
約

人
が
出
席
し
た
。

　
当
協
議
会
は
、
釧
路
港
の
背

後
圏
に
あ
る
豊
富
な
農
水
産
物

な
ど
の
資
源
を
生
か
し
、
釧
路

地
域
を
ひ
が
し
北
海
道
の
食
料

供
給
基
地
と
し
て
確
立
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
行
政
や
関
係
団

体
と
連
携
し
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。

　
冒
頭
、
栗
林
会
長
は
物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
な
ど
に
触
れ

「
企
業
間
や
複
数
の
輸
送
モ
ー

ド
に
よ
る
相
互
連
携
な
ど
の
対

応
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
」
と

危
機
感
を
示
し
た
。

　
一
方
、
道
東
道
が
今
年
度
全

線
開
通
予
定
で
あ
る
こ
と
や
、

５
月
に
道
東
と
首
都
圏
を
結
ぶ

コ
ン
テ
ナ
船
定
期
航
路
が
開
設

さ
れ
た
こ
と
に
期
待
を
寄
せ

「
釧
路
地
域
を
食
料
供
給
基
地

と
し
て
確
立
す
る
た
め
積
極
的

に
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
、
木
村
英
也
釧
路
総

合
振
興
局
長
と
蝦
名
大
也
釧
路

市
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
の
ち
、

議
事
へ
移
っ
た
。

　
議
事
で
は
、
昨
年
度
の
事
業

報
告
や
収
支
決
算
、
今
年
度
の

事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
が

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
ほ

か
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
に
つ
い
て
は
、
栗
林
会
長
が

再
任
さ
れ
た
。

　
今
年
度
は
釧
路
市
内
・
管
内

で
の
視
察
研
修
会
を
検
討
し
て

い
る
ほ
か
、
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

を
関
係
団
体
と
連
携
し
道
内
・

東
京
で
開
催
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　
当
所
で
は
、
公
的
機
関
や
損

害
保
険
会
社
な
ど
と
連
携
し
、

「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」
の

策
定
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
本
計
画
は
、
中
小
企
業
が
自

社
の
災
害
リ
ス
ク
な
ど
を
認
識

し
、
防
災
・
減
災
対
策
の
第
一

歩
と
し
て
取
り
組
む
た
め
に
必

要
な
項
目
を
盛
り
込
み
、
将
来

的
に
行
う
災
害
対
策
な
ど
を
記

載
す
る
も
の
で
す
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

よ
り
も
取
り
組
み
や
す
く
、
国

か
ら
認
定
さ
れ
る
と
、
防
災
・

減
災
設
備
に
対
す
る
税
制
措
置

や
低
利
融
資
、
補
助
金
の
加
点

措
置
を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
認

定
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
Ｈ
Ｐ
や
名
刺

等
で
活
用
し
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
ま
た

は
振
興
課
０

１
５
４
（

）

４
１
４
３
ま

で
。

災
害
や
感
染
症

へ
の
備
え
を

　
北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
釧

路
地
方
支
部
（
濱
屋
宏
隆
支
部

長
）
の
通
常
総
会
が
５
月

日

（
月
）
午
前

時
よ
り
道
東
経
済

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、

来
賓
や
役
員
・
会
員
ら
約

人

が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
濱
屋
支
部
長
は
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る

影
響
や
ロ
シ
ア
政
府
が
本
同
盟

な
ど
を
『
望
ま
し
く
な
い
団
体
』

に
指
定
し
た
こ
と
な
ど
、
北
方

領
土
問
題
の
厳
し
い
現
状
に
触

れ
「
我
々
の
役
割
は
世
論
の
形

成
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ

と
。
元
島
民
の
高
齢
化
が
進
む

中
、
こ
の
問
題
を
知
ら
な
い
子

供
た
ち
に
も
自
分
事
と
し
て
考

え
て
も
ら
う
入
口
を
つ
く
り
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
引

き
続
き
活
動
へ
の
支
援
と
協
力

を
求
め
た
。

　
続
い
て
、
木
村
英
也
釧
路
総

合
振
興
局
長
と
蝦
名
大
也
釧
路

市
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
の
ち
議

事
へ
と
移
り
、
昨
年
度
の
事
業

報
告
と
収
支
決
算
、
今
年
度
の

事
業
計
画
、
収
支
予
算
案
が
承

認
さ
れ
た
。

　
議
事
で
は
、
昨
年
度
の
署
名

コ
ー
ナ
ー
設
置
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
の
啓
発
・
署
名
活
動
に
よ

り
、
６
８
３
１
名
の
署
名
が
集

ま
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
ほ

か
、
今
年
度
も
事
業
計
画
に
基

づ
き
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
、
機
運
の
醸
成
と
返
還
要
求

運
動
の
強
化
に
努
め
て
い
く
こ

と
が
決
め
ら
れ
た
。


